
早稲田大学大学大学院教育学研究科
修士課程一般入試問題の訂正内容
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｛国語教育専攻）
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浅井了以

（正）
浅井了意

以上
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ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程

一
般
入
学
試
験
問
題

〔
国
語
教
育
専
攻
〕

〔
専
門
科
目
〕

解
答
上
の
注
意

一
．
国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
『
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、

左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ

き
問
題
」
（
選
択
一
r
〉
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、

「解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答

は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点
的
%
）
と

〔
専
門
科
目
・
共
通）

（配点叫%）と

国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 日 国 国
志文 文Aナら 学文

文 文 文 学文 文A寸4ー 文学
文 文 本 語 き回五ロ

《f主A Aず主A・ 学 'T' 且A 学 品寸4 
語学
科 科教

願

研究指
研 研 研 研 研

研究指
研 研 研 研 教コ同民 研究指導票詰1~ f，旨t 指押j'{, 勾指ヌ相1, 究 。プ恒し 相プ指t 究指 究 究指導

研 育
指 指 指 相ヌ指恒1., 研 研

導 導 導 導 導 導 導 導 導 導 7時L『f 究 名 入
導 指 指 し

導 導 た

和 金 石 堀 内 中 回 大 福 新 松本 松 町
幸
指志
導 願

田 井 原 山 向高 淵 津 家 美 木 田 回 票
希 γ

教 景 千 誠 精 隆 句 雄 俊 哲 直 正 守 国
望」
教記

彦 子 秋 也 美 幸 彦 樹 恵 ヨム 広
員名 入し子
た

選択 選択
選 選 選 選 選 選
択 択 択 択 択 択

H 七 I¥ 五 四 一 一 一一
近 中 古 古 古典 古 日 国

代文
国 典 典 典 本 語
古 文 文 文 文 語Aナ..t. 

教
学 典 学 学 学 学 コ同!,;;," ー－－，

専
文 ，，、、

解答す 科門ナ.,,_,_ N m II 日
本

近 中 中 上 語教
ハk‘目

世 世
古文学
代 き 選

文 文 文 司同民

題情 択」
す，.，＿，一与 学 学 を

含 で
む
、、ー’

②

『
専
門
科
目

・
共
通
」

（
共
通
一

i
共
通
二
）
は
、
志
同
制
者
到
員
削
解
答
す
る
問
題
ー
で
す
。

一一． 
「
専
門
科
目
・
選
択
」
「
専
門
科
目
・
共
通
」
と
も
に
、
解
答
用
紙
は
「
問
題
番
号
」
ご
と
に

一
枚
ず
つ
使
用
す
る
こ
と
。

・
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導
教
員
名
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

「
専
門
科
目
・
選
択
」
に
つ
い
て
は
、
空
欄
に
「
問
題
番
号
」

（
例
「
選
択
一

」
「
選
択
二
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ

と。「
専
門
科
目
・
共
通
」
に
つ
い
て
は
、

「
共
通
ご

「
共
通
一

ご

そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
解
答
用
紙
を
用
い
る
こ
と
。

一一一． 
解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、

は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

四
問
題
用
紙
は
「
は
枚
」

（
本
ペ
1
ジ
含
む
〉
、
解
答
用
紙
は

「一
二
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。

以

上



二
O
一
九
農
事
輔
自
大
学
大
学
院
教
育
学
醗
究
科

修
士
課
程
一
鍛
＠
外
園
学
生
入
学
試
験
問
題

専
門
科
同
国
＠
選
択
内
国
語
教
育
専
攻
〕

F 『

「「

も==6

選
択

」」

国
語
教
育

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
、
次
の

A
i
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

GECA  

〔
知
識
及
び
技
能
〕

習
得
・
活
用
・
探
究

ト
ゥ
ル
ミ
ン
＠
モ
デ
ル

推
論
の
形
式

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

輿
水
実
の
基
本
的
指
導
過
程

国
語
科
に
お
け
る

「見
方
・
考
え
方
」

生
活
綴
方
教
育
運
動

HF  DB  

高
校
国
語
科
新
科
目
構
成
と
そ
の
ね
ら
い

昭
和
二
二
年
版
学
習
指
導
要
領
（
試
案
）
の
歴
史
的
位
置

高
大
接
続
改
革
の
目
的
と
概
要

益
田
勝
実
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

「
資
質
・
能
力
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
背
景

「
サ
ク
ラ
読
本
」
と
「
ア
サ
ヒ
読
本
」

ユ

二
、
次
の

I
l
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

NMLKJ  

三
、
高
等
学
校
に
お
け
る
「
話
し
合
い
」
の
学
習
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

目
標
・
計
画
・
方
法
・
評
価
・
留
意
事
項
が
求
め
ら
れ
る
か
。
単
元
指
導
計
画
に
お
け
る
具
体
的

な
一
場
面
を
設
定
し
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。



ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
説
験
問
題

｛

専

門

科

目

＠

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

〕

」」

〔
選
択
ニ
〕

日
本
語
学

次
の

A
i
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

GDA  

役
割
語

宣
命
体

形
態
素

新方畳一回

B

テ
ン
ス

E

四
つ
仮
名

H

シ
ソ
ー
ラ
ス

K

‘
謙
譲
語

F C 

松
下
大
三
郎

『
和
名
類
衆
抄
』

不
変
化
助
動
詞

コ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン

J 

L 

次
の

M
1
0
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

ONM  

仮
名
遣
い
の
歴
史
と
「
現
代
仮
名
遣
い
」
の
問
題
点
に
つ
い
て

古
代
語
か
ら
現
代
語
へ
の
、
日
本
語
動
詞
の
活
用
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て

国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

勺-..:,-

三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に

つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣
接
領

域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。



ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

〔

専

門

科

目

・

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

】

L副」

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学
（
I
）

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
（
A
）
i
（D
）
の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
じ
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（A
）
『
古
事
記
』
の
三
巻
構
成

（B
）
「
風
土
記
」
の
成
立

（
C
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
構
成

（D
）
古
代
歌
謡
と
初
期
万
葉

二
、
次
の
（
E
）
i
（K
）
の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に

（
解
答
用
紙
八
行
以
内
）
説
明
し
な
さ
い
。
解

答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

（

E
）
黄
泉
戸
喫

（

I
）
大
伴
旅
人

（

F
）
根
堅
州
国

（J
）
柿
本
人
麻
呂
歌
集

（G
）

イ

ハ

ノ

ヒ

メ

（

H
）
訪
人
歌

（

K
）
ベ

ル
セ
ウ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
型
神
話

三
、
上
代
文
学
の
諾
作
品
に
は
、
千
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
各
時
代
の
思
潮
の
彦
響
を
受
け
な
が
ら
享
受
さ
れ
て

き
た
歴
史
が
あ
る
ρ

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を

簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

O
行
以
内
）
述
べ
な
さ
い
。

一斗ー

，
 ’
’
a
 

（
上
代
文
学
問
題
、
以
上
）

“ t 



二
O
一
九
年
震

防
士
課
程

開

制

料

開

問

＠

ir=司

輔
自
大
学
大
学
教
青
学
研

＠
側
外
学
入
学
識
験
問
醗

内
国
語
教
育
専
攻
〕
科

択
』 dl

，－、

選

択

四

〕
古
典
文
学
（
E
）
中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

て
次
の
（
A
）

1
（D
〉
の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

（
A
）
『
伊
勢
物
語
』
を
教
材
と
す
る
意
義

（B
）
『
伸
明
蛤
日
記
』
と
『
更
級
日
記
』

と
の
共
通
性

（C
）
歌
物
語
の
特
質

（D
）
『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の
（
E
）
1
（M
）
の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

（E
）
『
大
和
物
語
』
（
F
）
『
成
尋
阿
闇
梨
母
集
』

（

G
）
『
夜
の
寝
覚
』

（
日
）
『
栄
花
物
語
』
（
I
）

『

竹

取

物

語

』

（

J
）
『
和
泉
式
部
日
記
』

（K
）
藤
原
彰
子
（
L
）
陰
陽
道

（M
）
平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
召
人

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。



ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

＠

選

択

〔

国

語

教

育

専

攻

〕

「薗「

」」

〔
選
択
玉
〕

古
典
文
学

（
面
）

中
世
文
学

一
、
次
の
①

i
③
の
中
か
ら
斗
剖
を
選
択
し

て、

詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。

① 

『
平
家
物
語
』
の
成
立
に
つ
い
て

② 

『
平
家
物
語
』
叙
事
詩
論
に
つ
い
て

③ 

『
平
家
物
語
』
教
材
化
の
歴
史
と
教
材
と
し
て
の
可
能
性
に

つ
い
て

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
品
世
界
の
特
質
に
つ

い
て

④ ⑤ 

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
成
立
に
つ
い
て

⑥

題

詠

と

本

意

に

つ

い

て

⑦

定

数

歌

の

歴

史

と

展

開

に

つ

い

て

⑧
中
世
の
宮
廷
と
女
房
文
学
に
つ
い
て

ーも F

二
、
次
の
①

i
⑩
の
中
か
ら
斗
財
閥
を
選
択
し
て
、

簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

①

平

治

物

語

②

閑

居

之

友

③ 

今
昔
物
語
集

④

愚

管

抄

⑤

承

久

記

⑥ 

無
名
草
子

⑦ 

古
来
風
体
抄

③ 

千
五
百
番
歌
合

⑨

と

は

ず

が

た

り

⑩ 

風
雅
和
歌
集



一O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
一
般
＠
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

＠

選

択

｛

国

語

教

育

専

攻

〕

「圃『

ι同 J

【
選
択
六
】

古
典
文
学
（
町
）

近
世
文
学

一
、
井
原
西
鶴
・
松
尾
芭
蕉
・
近
松
門
左
衛
門
・
上
回
秋
成
・
鶴
屋
南
北
の
中
か
ら
、
一
人

制
潤
司
、
そ
の
文
芸
の
特
徴
と
文
学
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
自
由
に
論
じ
な
さ
い
。

一
一
、
次
の
（
1
）
i
（6
）
の
中
か
ら
一
十
一
組
を
週
択
し
、
論
述
し
な
さ
い。

（1
）
浅
井
了
以
『
浮
世
物
語
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
、
井
原
西
鶴

『好
色

一
代
男
』

と
比
較
し
な
が
ら
述
べ
よ
。

（2
）
井
原
西
鶴
の
「
町
人
物
」
の
代
表
作
品
を
二
つ
あ
げ
、
そ
の
創
作
方
法
の
相
違
に
つ

い
て
述
べ
よ
。

（3
）
貞
門
俳
譜
と
談
林
俳
諸
に
つ
い
て
、
そ
の
付
合
技
法
の
特
徴
と
相
違
に
つ
い
て
述
べ

ょ

（4
）
芭
蕉
俳
諮
の
「
不
易
流
行
」
に
つ
い
て
述
べ

よ。

（5
）
近
松
門
左
衛
門
『
曾
根
崎
心
中
』
の
概
要
と
文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

（6
）
鶴
屋
南
北
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
概
要
と
文
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

三
、
次
の
（
7
）
i
（1
5
）
の
中
か
ら
ヨ
闘
剖
選
択
し
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

（

7
）

竹

斎

（

1

0
）
恋
川
春
町

（

1
3
）
与
謝
蕪
村

（8
）
好
色
五
人
女

（1
1
）
雨
月
物
語

（

1

4
）
南
総
里
見
八
犬
伝

（

9
）

猿

蓑

（

1
2
）
女
殺
油
地
獄

（

1

5
）
柳
亭
種
彦
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度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

＠

選

択

【

国

語

教

育

専

攻

｝

r-「

L凶...，

〔
選
択
七
〕

中
国
古
典
文
学
問
題

日

②
 

①

夫

天

地

者

、

而

浮

生

若

場

。

矯

激

幾

何

。

刈
剰
湖
剖
劃
叶
良
有
一
似
也
。
況
陽
春
召
一
犠
川
が
煙
旦
点
、
大
塊
般
加
ぷ
文
章
～

2
桃
李
之
芳
園
（

A
l
l
i－
－

 

g天
倫
之
柴
要
。
牽
季
俊
秀
、
皆
長
官
連
ぺ
五
日
人
詠
歌
、
濁
期
粛
制
荊
～
幽
賞
夫
己
、
高
峨

縛
清
。
開
－
理
一
箆
F

以
法
化
、
一
誠
一
羽
脂
肪
布
辞
一
明
。
不
μ
何
回
乍
怪
詠
一
何
抽
J
雅
懐
ぺ
如
詩
不
仇
成
、
罰
ぷ
一
金

谷
酒
数
勺

唐
・
李
白
の
「
春
夜
宴
従
弟
桃
花
園
序
」
と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

寓
物
之
逆
旅
、

光
陰
者
、

百
代
之
過
客
。

古

牢
「
金
谷
酒
数
」
・
：
・
・
西
晋
・
石
山
宗
は
自
ら
築
い
た
金
谷
聞
に
て
し
ば
し
ば
宴
会
を
催
し
、
詩
が
作
れ
な
か
っ
た
参
加
者
に
罰

杯
三
杯
を
飲
ま
せ
た
と
い
う
故
事
が
あ
る
。

（
設
間
二
傍
線
①
「
夫
天
：
：
：
過
客
」
を
、

口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
浮
生
：
：
：
以
也
」
を
、
す
べ
て
平
仮
名
に
よ
る
書
き
下
b
文
に
す
る
か
、
現
代
中
国
語
の
発

音
記
号
（
ピ
ン
イ
ン
）
で
書
く
か
、
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

（
設
問
一
二
〕
二
重
線
A

「
康
柴
」
は
、
六
朝
宋
の
詩
人
・
謝
霊
運
を
指
す
。
謝
霊
運
の
詩
に
つ
い
て
、
知
る
と
こ
ろ

-宏－

を
記
し
な
さ
い
。

〔
設
問
自
〕
こ
の
文
の
文
体
的
特
徴
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
な
さ
い

口

次

の

ア

i
オ
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
し
、

を
記
し
な
さ
い
。

そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、

説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

ア

「
文
言
」
と
「
白
話
」
の
小
説
に
つ
い
て

イ

「
楽
府
」
と
「
詩
」

の
達
一
い
に
つ
い
て

ウ
中
国
文
学
の
政
治
性
に
つ
い
て

エ
日
中
比
較
文
学
の
視
点
に
つ
い
て

オ
学
校
教
育
に
お
け
る
「
漢
文
」

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

lこ国
塾次
サ1の
し

なA
二2弘、、dノ

J 

の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

（

A
）
詩
経
由
風

（B
）
『
説
文
解
字
』

（
C
）
『
楚
辞
』

（D
）
伝
奇
小
説

（
E
）
古
文
運
動

（F
）
「
長
恨
歌
」

（

G
）
江
西
詩
派

（

H
）
三
言

（

1
）
大
江
匡
衡

（J
）
魯
迅
「
狂
人
日
記
」



一一

O
一
九
年
産
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
額
究
科

修
土
課
程
一
艇
＠
外
園
学
生
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
自
＠
選
択
〕

内
国
語
教
育
専
攻
〕

［
選
択
人
近
代
文
学
］

近
代
文
学
の
成
立
に
関
し
て
、

あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

の
中
か
ら
寸
鋪
討
鋪
吋

d
d論
じ
な
さ
い
。

次
の

（

A
）
 

（

E
）
 

次

の EDCBA  

記プ白日硯
号ロ樺露友

論レ派戦社

とタの争に
文リ文とつ
学ア学従い

の研文に軍て
由究学つ作

か’ににい家

らつってに
コE いいつ
へごゴ ずず 1、
」手i て
は
作
ロ
ロロ

名

説
E司

』明

はし
雑な
誌さ
名い
を。

刀て

す

（

A
）
 

（

G
）
 

（

A
）
北
村
透
谷

（

D
）
「
或
る
女
」

（

G
）
「
仮
面
の
告
白
」

（

B
）
樋
口
一
葉

（

E
）
『
ス
バ
ル
』

（

C
）
「
金
色
夜
文
」

（

F
）
山
本
有
三



ニ
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
目
・
共
通
〕
【
国
語
教
育
専
攻
】

問
共
通
ニ

次
の
対
鱈
は
、
前
川
喜
平
・
寺
脇
研
ヲ
切
れ
か
ら
の
教
育
こ
れ
か
ら
の
日
本
』
（
ち
く
ま
新

書
、
二
O
一
七
〉
の
一
節
で
す
由
こ
れ
を
積
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

-{ 0-



二
O
一
九
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
士
課
程
一
般
入
学
試
験
問
題

〔
専
門
科
目
＠
共
通
〕
〔
国
語
教
育
専
攻
】

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
間
傍
総
「
学
校
は
学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
肯
定
し
仲
間
と
隠
め

合
う
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
震
に
対
し
て
こ
の
こ
と
を
属
専
の
中
で

書
す
る
と
偉
そ
事
責
ど
の
よ
う
な
学
カ
を
養
う
た
め
に
、
ど
う
な
た
学
習
材
を
用

ν

て
、
い
か
な
る
方
法
で
展
開
す
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
て
く
だ
さ
い
ー



一O
一
九
年
度

自
大
学
大
学

学
研
究
科

修
士
課
程

一
搬
入
学
試
験
問

F'湾首

門
科
冨
＠ 

L国 J

〔国
語
教
育
専
攻
〕

｛
共
通
－
一
｝

次
の
文
章
は
『
落
窪
物
語
』
の
一
節
で
あ
る
。
少
将
が
姫
君
の
も
と
に
通
い
始
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
従
者
で
あ
る
帯
万
と
あ
こ
ぎ
が
世
話
を
焼
く
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

暗
う
な
る
ま
ま
に
、
雨
い
と
あ
や
に
く
に
、
頭
さ
し
出
づ
べ

く
も
あ
ら
ず
、
少
将
、
帯
刀
に
語
ら
ひ
た
ま

ふ
。
「
口
惜
し
う
。

か
し
こ
に
は
口
行
く
ま
じ
か
す
。
こ
の
雨
よ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
「
ほ
ど
な
く
、
ぃ

と
ほ
し
く
ぞ
侍
ら
む
か
し
。
①
剖
侍
れ
ど
、

ら
ば
こ
そ
あ
ら
a
断
。
さ
る
御
文
を
だ
に
も
の
せ
さ
せ
た
ま
ご
と
て
、
け
し
き
い
と
苦
し
げ
な
り
。
「
さ
か

し
」
と
て
書
い
た
ま
ふ
。

A
「
い
つ
し
か
参
り
来
む
と
て
、
し
つ
る
ほ
ど
に
、
か
う
わ
り
な
か
め
れ
ば
な
む
。
心
の
罪
に
あ
ら
ね
ど
、

③
料
引
州
叫
周
岡
村
羽
」
と
て
、

あ
や
に
く
に
な
る
雨
は
②
け
科
料
同
制
制
。

心
の
お
こ
た
り
な

帯
刀
も
、

B
「
た
だ
今
参
ら
む
。
君
、
お
は
七
ま
さ
む
と
し
る
つ
ほ
ど
に
、
か
か
る
雨
な
れ
ば
、

口
惜
し
と
嘆
か
せ

た
ま
ふ
」

と
言
へ
り
。

か
か
れ
ば
、

い
み
じ
う
口
惜
し
と
思
ひ
て
、

帯
刀
が
返
事
に
、

C
「
い
で
や
、
降
る
と
も
と
一
一
一
一
同
ふ
と
と
も
あ
る
を
、

い
と
ど
し
き
御
心
ざ
ま
に
こ
そ
あ
め
れ
。
さ
ら
に
開

あ
や
ま
り
し
出
で
て
、

こ
え
さ
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
御
み
づ
か
ら
は
、
何
の
心
地
の
よ
き
に
も
、
来
む
と
だ
に
あ
る
ぞ
。
か
か
る

か
か
る
や
う
あ
り
や
。
さ
て
も
世
の
人
は
、
今
宵
来
b
割
引
む
と
か
言
ふ
な
る
を
。

お
は
し
ま
さ
ざ
ら
む
よ
」

と
書
け
り
。

君
の
御
返
り
に
は
、
d
F

戸
予
’
司
、

ふ
J
J
l

｛！ユー

D
世
に
ふ
る
を
う
き
身
と
息
ふ
＠
わ
が
ー
袖
の
叫
村
は
じ
め
け
る
宵
の
雨
か
な

と
あ
り
。

持
て
参
り
た
る
ほ
ど
、
成
の
刻
も
過
ぎ
ぬ
ペ
し
。
灯
の
も
と
に
て
見
た
ま
ひ
て
、
君
も
い
と
あ
は
れ
と
思

ほ
し
た
り
。
帯
刀
が
も
と
な
る
文
を
見
た
ま
ひ
て
、
い
み
じ
う
く
ぬ
り
た
め
る
は
。
＠
例
凶
剤
割
削
司
副
叫

剖
掛
川
叶
剖
割
。
物
の
は
じ
め
に
、
も
の
あ
し
う
思
ふ
ら
む
。
い
と
い
と
ほ
し
。
雨
は
、
い
や
ま
さ
り
に
ま

さ
れ
ば
、
思
ひ
わ
び
て
、
頬
杖
っ
き
て
、
し
ば
し
寄
り
居
た
ま
へ
り
。
帯
刀
、
わ
り
な
し
と
思
へ

り
。
う
ち

嘆
き
て
立
て
ば
、
少
将
、
「
し
ば
し
ゐ
た
れ
。
い
か
に
ぞ
や
。

行
き
や
せ
む
と
す
る
」
「
徒
歩
か
ら
ま
か
り
て

言
ひ
慰
め
は
べ
ら
む
」
と
申
せ
ば
、
君
、
「
さ
ら
ば
、
我
と
行
か
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
う
れ
し
と
思
ひ
て
、

「
い
と
ょ
う
は
べ
る
な
り
」
と
申
せ
ば
、
「
大
傘
一
つ
ま
う
け
よ
。
衣
脱
ぎ
て
来
む
」
と
て
、
入
り
た
ま
ひ

ぬ
。
帯
刀
、
傘
求
め
に
あ
り
く
。

間
七

空
欄
口
に
入
る
語
を
平
仮
名
一
字
で
記
せ
。

傍
線

a
「め
」
b

「
ざ
ら
」
の
助
動
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
終
止
形
で
記
せ
。

傍
線
①
「
さ
」
が
指
す
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ。

傍
線
②
「
い
か
が
は
せ
む
」
、
傍
線
③
「
お
ろ
か
に
思
ほ
す
な
」
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
語
訳
せ
よ
。

A
B
C
D
の
手
紙
（
あ
る
い
は
和
歌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
誰
が
書
い
た
か
（
あ
る
い
は
詠
ん
だ
か
て
そ

れ
ぞ
れ
次
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
記
号
で
記
せ
（
同
じ
も
の
を
く
り
か
え
し
選
択
し
て
も
よ
い
）
。

イ

少

将

ロ

帯

万

ハ

姫

君

ニ
あ
こ
ぎ

傍
線
④
「
わ
が
袖
の
ぬ
れ
は
じ
め
け
る
」
は
、

一
つ
は
雨
で
濡
れ
た
の
だ
が
、
も
う
一
つ
は
何
の
た

め
に
濡
れ
た
と
詠
ん
で
い
る
の
か
、
端
的
に
記
せ
。

傍
線
⑤
「
げ
に
今
宵
は
一
二
日
の
夜
な
り
け
る
を
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
一一
一
日
の
夜
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
の
か
。
そ
の
理
由
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

問間間間
四コー
間
五

同
吋
』
、
、

回
目
H
J／




